
                  

 

 

 

 

 

                          

 

 

                     

「困り感」「気づき」 ※欠席１日「電話」、連続３日「家庭訪問を検討」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

☆全教職員に報告・共有 

 

益田高校校内支援体制           

  ～すべての生徒に、全教職員で～ 

支援の流れ 

保護者からの相談 教員の気づき 

 中学校からの引き継ぎ 

 

関係教員による打ち合わせ会 
☆情報を収集し「個別の対応」が 

必要かどうかを協議 

生徒本人からの訴え 

周りの生徒の気づき 
学年会での生徒情報共有 

（特 Co参加） 

教員（担任等）、養護教諭、教育相談 Co、特支 Co、ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ教育推進員、SC等 

早めの「気づき」と

「共有」が、早期 

解決に繋がります。 

 
 

 

ケース会（教育相談・特別支援） 

校内生徒支援委員会 

① 【定期】毎学期、成績会議前に開催】※旧思春期保健を考える会 

・不登校対応に関すること（「高等学校等における多様なニーズに対

応した柔軟で質の高い学びの実現に係る規程」）対象となる生徒に関

することを含む） 

・その他必要と認められること 

② 【適宜】必要に応じて開催 

・合理的配慮に関すること   ・個別の教育支援計画に関すること 

・通級による指導の可否    ・その他必要と認められること 

「個別の教育支援計画」作成 

担任＋特 Co＋各学年特別支援教育担当者 

☆立案、作成、サポート 

職員会議 

☆「個別の教育支援計画」の審議、決定 

☆通級指導について審議 

みらいデザインルーム / 外部機関 

※欠席が連続１週間の場合は「ケース会開催」 

 
 

 
中学校からの引き継ぎ

ぎ 


